
 

 

 

 

 国際交流事業の状況について 

 

１ アメリカ合衆国セーラム市との交流 

(１) セーラム市による３０周年記念式典の実施 

① 日時     令和４年７月 30日（日） 

② 会場   セーラム市ピーボディー・エセックス博物館 

③ 内容   セーラム市長ほか関係者の挨拶、和太鼓の演奏、 

姉妹都市 30周年記念サイン除幕式 

（ピーター・ドーラン氏寄贈） 

④ 主催者   セーラム・オオタ・カルチュラル・エクスチェンジ 

 

（２）セーラム市関係者との意見交換 

① 日時    令和４年８月 12日（金）、15日（月） 

② 参加者    セーラム市関係者４名、国際都市・多文化共生推進課 

③ 内容     今後の交流事業に関するミーティング 

        姉妹都市提携 30周年記念品の寄贈 

    （セーラム市にある帆船フレンドシップ号の鐘のレプリカ版）     

 

２ 国際交流員（ＣＩＲ）の採用 

国際交流員ベサニー カミングスさんの任期満了に伴い、新たに（一財）自治体国際化協会が 

主管するＪＥＴプログラムにより選抜された海外の青年を新たに採用した。 

（１）採用者 

・氏 名  マヤ ジョーンズ（Maya Jones） 

・国 籍  イギリス 

（２）主な業務内容 

① 区の国際交流関係事務の補助 

② 職員及び区民に対する語学指導への協力 

③ 民間国際交流団体の事業活動に対する助言及び参画 

④ 区民の異文化理解のための交流活動及び外国人住民の生活支援活動への協力 

（３）任用開始年月日 

 令和４年８月 29日  

地域産業委員会 
令和４年９月 27日 

スポーツ・文化・国際都市部 資料８番 

所管 国際都市・多文化共生推進課 

ピーボディー・エセックス博物館図書館長（左）から 

大田区長（右）への記念品寄贈の様子 

関係者による除幕式の様子 

ピーター・ドーラン氏（右から４番目）、セーラム市長（左から１番目） 


